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か
ほ
く
市
総
合
計
画
に
お
い

て
市
民
の
公
共
交
通
需
要
に
応

え
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
が
費
用
対
効
果

を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
事
業

を
交
通
弱
者
を
中
心
と
し
た
福

祉
巡
回
バ
ス
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
、
市
議
会
は
議
長
の

諮
問
機
関
と
し
て
福
祉
巡
回
バ

ス
対
策
調
査
委
員
会
を
組
織
し

ま
し
た
。

　
平
成
19
年
11
月
に
第
１
回
委

員
会
を
開
催
し
、
４
名
か
ら
な

る
検
討
部
会
を
設
け
、
ル
ー
ト

の
検
証
や
現
場
視
察
、
バ
ス
停

の
選
定
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
４
回
の
検
討

部
会
と
２
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
財
政
状
況
と
問
題
点
を
考

慮
し
た
上
で
、
市
営
バ
ス
運
行

ル
ー
ト
を
除
き
、
Ｊ
Ｒ
七
尾
線

各
駅
と
市
役
所
を
経
由
す
る
ル

ー
ト
を
取
り
ま
と
め
、
議
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
の
安
全
で
う
る
お

い
の
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
公

共
交
通
機
関
と
し
て
実
現
に
向

け
て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

委

員

会
　
　
全
議
員

検
討
部
会

　
委 

員 

長
　
沖
津
千
万
人

　
副
委
員
長
　
遠
田
　
　
順

　
委
　
　
員
　
宇
野
　
順
一

　
　
　
　
　
　
安
達
　
　
肇

　
市
内
の
小
学
生
35
人
が
３
月

25
日
、
議
会
議
場
で
模
擬
議
会

を
体
験
し
た
。 

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ク
ラ
ブ
レ
ッ
ツ
が
同
市
議

会
の
協
力
を
得
て
初
企
画
し
、

別
宗
明
敏
市
議
会
議
長
も
参
加

し
た
。 

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
審
議
す
る
臨
時
議
会
と
い

う
想
定
で
、
児
童
は
市
長
や
議

長
、
議
員
役
を
決
め
、
実
際
に

提
案
理
由
説
明
や
採
決
な
ど
を

行
っ
た
。 

　
児
童
は
最
初
は
要
領
が
分
か

ら
ず
悪
戦
苦
闘
し
た
が
、
約
20

分
で
「
閉
会
」
し
た
。

調査委員会の協議結果を議長に答申

議
会
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

議
場
を
見
学
し
模
擬
議
会
を
体
験

福
祉
巡
回
バ
ス
の
ル
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
に
答
申

●本会議・常任委員会の傍聴ができます。

次の定例会は、6月です。

議会を傍聴しませんか。議会を傍聴しませんか。

本会議は30名、常任委員会は８名の定員で受付
順となります。

[インターネットを接続している方へ]
議会は、かほく市ホームページで、次のとおり紹介し
ています。ぜひご覧ください。

［開催の当日に生中継］
市ホームページ→映像ライブラリ→見る
の順で開いてください。

映像
ライブラリ

なお、ご覧になる場合は、ホームページに記載され
ている推奨環境が必要です。
　　　http://www.city.kahoku.ishikawa.jp

6月定例会よりケーブルテレビの
かほくチャンネルで本会議の生中継が

見られます。

福祉巡回バス
　 対策調査委員会
福祉巡回バス
　 対策調査委員会レポー

ト



安
全
で

う
る
お
い
の
あ
る

暮
ら
し
を

安
全
で

う
る
お
い
の
あ
る

暮
ら
し
を

　
平
成
20
年
２
月
29
日
か
ら
13
日
間
の

会
期
で
第
１
回
定
例
会
が
行
わ
れ
、
平

成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
41
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
し
た
。

　
同
意
案
件
５
件
に
つ
い
て
も
、
原
案

の
と
お
り
同
意
し
た
。

　
議
員
提
出
の
意
見
書
２
件
を
可
決
し

た
。

　平成20年

第1回 定 例 会
　平成20年

第1回 定 例 会
会期　2月29日～3月12日会期　2月29日～3月12日

歳 入

歳 出

平成20年度  一般会計予算の内訳

歳入
135億7千500万円

歳出
135億7千500万円

地方交付税　
　43億5千万円
　　　　（32.0％）

民生費　
　41億4千796万円
　　　　（30.6％）

民生費　
　41億4千796万円
　　　　（30.6％）

　公債費　
23億2千426万円
　　　　（17.1％）

　公債費　
23億2千426万円
　　　　（17.1％）

　総務費　
16億4千428万円
　　　　（12.1％）

　総務費　
16億4千428万円
　　　　（12.1％）

　　　土木費　
14億5千784万円
　　（10.7％）

　　　土木費　
14億5千784万円
　　（10.7％）

　　教育費　
　　12億2千945万円
　　（9.1％）

　　教育費　
　　12億2千945万円
　　（9.1％）

衛生費　11億1千206万円（8.2％）

消防費　9億3千804万円（6.9％）

農林水産業費　3億2千733万円（2.4％）

商工費　1億8千912万円（1.4％）

議会費　1億6千149万円（1.2％） 予備費　1千万円（0.1％）

労働費　3千317万円（0.2％）

　諸支出金など）

（災害復旧費　

市税　39億9千274万円
　　　　　　　　（29.4％）

市債　
17億5千720万円
（12.9％）

県支出金　6億7千842万円
　　　　　　（5.0％）

繰入金　6億2千191万円（4.6％）

国庫支出金　5億9千303万円（4.4％）

諸収入　3億8千4万円（2.8％）

分担金及び負担金　3億5千139万円（2.6％） 寄附金　163万円（0.0％）

地方消費税交付金　3億2千900万円（2.4％） 交通安全対策特別交付金　450万円（0.0％）

地方譲与税　1億5千500万円（1.1％）

使用料及び手数料　1億1千34万円（0.8％）

自動車取得税交付金　8千700万円（0.6％）

繰越金　1千万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金　1千300万円（0.1％）

配当割交付金　1千300万円（0.1％）

財産収入　3千70万円（0.2％）

利子割交付金　1千500万円（0.1％）地方特例交付金　4千610万円（0.3％）

ゴルフ場利用税交付金　3千500万円（0.3％）

●特別会計予算

●水道事業会計

土 地 取 得 特 別 会 計

市営バス事業特別会計

墓 地 特 別 会 計

ケーブルテレビ事業特別会計

国民健康保険特別会計

173万円

2千493万円

１千640万円

8千600万円

33億5千900万円

6億7千650万円

6億1千554万円

4億866万円

3億2千870万円

24億9千420万円

290万円

21億1千600万円

88億3千852万円

1億8千712万円

4億3千350万円

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

老 人 保 健 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

大 海 財 産 区 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

　 特 別 会 計 合 計 　

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出
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合
併
後
の
４
年
間
で
、
中
学

校
の
建
設
や
大
規
模
改
修
、
統

合
保
育
園
な
ど
大
き
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
第
一
次
総

合
計
画
や
行
政
改
革
大
綱
な
ど

に
よ
り
、
市
と
し
て
進
む
べ
き

方
向
も
示
す
こ
と
が
で
き
、
市

長
就
任
１
期
目
で
市
民
や
議
会

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
か
ほ

く
市
の
「
礎
」
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
20
年
度
は
５
年
目
を
迎

え
節
目
の
年
で
も
あ
る
が
、
合

併
当
初
か
ら
の
厳
し
い
財
政
状

況
は
こ
こ
へ
来
て
更
に
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
「
サ
ー
ビ
ス

は
高
く
、
負
担
は
軽
く
」
と
い

う
基
本
理
念
の
見
直
し
も
迫
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
今
後
は
、
合
併
特
例
法
に
よ

る
優
遇
措
置
が
終
了
す
る
平
成

25
年
度
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
、
よ
り
し
っ
か
り
と

し
た
行
財
政
基
盤
を
備
え
た
自

治
体
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
４
月
１
日
か
ら
は
待
望

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局
し
、

秋
に
は
大
型
商
業
施
設
の
オ
ー

プ
ン
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
本

年
は
市
に
と
っ
て
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
重
要
な
時
期
で
も
あ

り
、
市
民
や
議
会
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
一
丸
と
な
っ
て
将
来

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
長
と
し
て
１
期
目
の
任
期

は
終
了
す
る
が
、
か
ほ
く
市
の

更
な
る
発
展
と
成
長
の
た
め
、

進
む
べ
き
方
向
を
間
違
わ
ず
に

市
民
全
員
が
足
並
み
を
揃
え
て

前
進
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

平
成
20
年
度
　
一
般
会
計
主
要
事
業
一
覧

平
成
20
年
度
　
一
般
会
計
主
要
事
業
一
覧

１
、
新
た
な
発
展
の
た
め
の
取

り
組
み

●
高
松
北
部
統
合
保
育
園
の
建

設 

　
　
　  

４
億
９
千
918
万
円

●
宇
ノ
気
北
部
統
合
保
育
園
の

用
地
購
入
　
　  

５
千
618
万
円

●
市
内
６
小
学
校
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　   

207
万
円

２
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支

え
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り●
赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
事

業
　
　
　
　
　
　
　   

840
万
円

●
児
童
手
当
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
３
億
273
万
円

●
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
事

業 

　
　
　  

３
億
２
千
638
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

（
特
別
会
計
含
む
）

　
　
　
　
　
７
億
１
千
711
万
円

●
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
運
営
時
間

の
拡
充 

　
　
　  

４
千
224
万
円

●
幼
児
健
診
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

体
制
充
実
　
　
　
　   

37
万
円

●
予
防
接
種
事
業
の
充
実

（
麻
し
ん
接
種
拡
充
分
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
585
万
円

３
、
創
造
力
と
生
き
が
い
を
は

ぐ
く
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り

●
高
松
中
学
校
整
備
事
業

 

　
　
　
　
　
　  

５
千
337
万
円

●
大
海
西
山
弥
生
の
里
復
元
住

居
整
備
事
業
　
　
　
　
399
万
円

●
地
域
伝
統
芸
能
等
映
像
記
録

製
作
　
　
　
　
　  

　 

400
万
円

●
幼
稚
園
教
育
の
普
及
充
実
　

　
　
　
　
　
　
　
１
千
430
万
円

４
、
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

●
宇
ノ
気
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
　
　
　
　
　
　
　
300
万
円

●
防
災
行
政
無
線
の
整
備
　
　

　
　
　
　
　
３
億
３
千
403
万
円

●
救
助
工
作
車
の
更
新

　
　
　
　
　
　
　
９
千
313
万
円

●
七
塚
第
３
分
団
消
防
車
更
新

　
　
　
　
　
　
　   

２
千
万
円

５
、
地
域
の
発
展
と
活
力
を
支

え
る
機
能
的
な
都
市
基
盤
が
整

っ
た
ま
ち
づ
く
り

●
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
　
　
　
　
　
　
　
190
万
円

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備

　
　
　
　
　
１
億
３
千
198
万
円

６
、
様
々
な
産
業
が
育
ち
、
地

域
の
個
性
を
創
出
す
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り

●
地
域
担
い
手
経
営
基
盤
強
化

総
合
対
策
事
業
　  

　 

650
万
円

７
、
市
民
が
と
も
に
ふ
れ
あ
う

連
携
・
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

●
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
実
施
　
　
　
　
　
　
313
万
円

 

●
平
成
20
年
度
新
規
事
業

●
平
成
20
年
度
拡
充
事
業

新拡

新

新新新新新

新新

拡拡拡拡

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

市長施政方針

耐震補強が待たれる外日角小学校

市
民
・
議
会
と
一
丸

　
　
　
　
に
な
っ
て
前
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
８
号
）

　
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
千
379
万
円
を
減
額
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

●
市
税

　
市
民
税
３
千
289
万
円
、
固
定

資
産
税
２
千
640
万
円
、
市
た
ば

こ
税
380
万
円
、
都
市
計
画
税
230

万
円
を
増
額
。

●
地
方
特
例
交
付
金

　
地
方
特
例
交
付
金
146
万
円
、

特
別
交
付
金
１
千
355
万
円
を
減

額
。

●
地
方
交
付
税

　
普
通
交
付
税
８
千
446
万
円
を

増
額
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　
保
育
料
800
万
円
を
増
額
。

　
換
地
精
算
受
任
事
業
地
元
負

担
金
な
ど
事
業
精
算
に
よ
り
271

万
円
を
減
額
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

　
総
合
交
流
促
進
施
設
キ
ャ
ン

プ
場
等
使
用
料
60
万
円
、
そ
の

他
25
万
円
を
減
額
。

●
国
庫
支
出
金
（
国
か
ら
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑

導
入
事
業
費
補
助
金
867
万
円
、

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
990

万
円
、
公
立
学
校
施
設
整
備
費

補
助
金
９
千
200
万
円
、
そ
の
他

290
万
円
を
増
額
。

　
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負

担
金
な
ど
事
業
精
算
に
よ
り
２

千
365
万
円
を
減
額
。

●
県
支
出
金
（
県
か
ら
）

　
原
油
価
格
高
騰
対
応
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
農
業
機
械
等
緊
急
整

備
対
策
補
助
金
343
万
円
、
そ
の

他
626
万
円
を
増
額
。

　
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費
補

助
金
な
ど
事
業
精
算
に
よ
り
４

千
万
円
を
減
額
。

●
財
産
収
入

　
普
通
財
産
貸
付
収
入
331
万
円
、

利
子
及
び
配
当
金
368
万
円
、
土

地
売
払
収
入
282
万
円
を
増
額
。

●
寄
附
金

　
公
民
館
改
修
寄
付
金
４
万
円

を
減
額
。

●
繰
入
金

　
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
入
金

10
万
円
を
増
額
。

　
財
政
調
整
基
金
３
億
１
千
100

万
円
、
そ
の
他
21
万
円
を
減
額
。

●
諸
収
入

　
ご
み
収
集
協
力
金
400
万
円
、

そ
の
他
152
万
円
を
増
額
。

　
保
育
園
受
託
事
業
収
入
52
万

円
、
そ
の
他
51
万
円
を
減
額
。

●
市
債

　
外
日
角
小
学
校
耐
震
補
強
事

業
債
１
億
６
千
150
万
円
、
そ
の

他
680
万
円
を
増
額
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業

債
な
ど
事
業
精
算
に
よ
り
１
億

４
千
590
万
円
を
減
額
。

●
議
会
費

　
議
会
運
営
事
業
72
万
円
を
減

額
。

●
総
務
費

　
基
金
積
立
金
336
万
円
、
そ
の

他
69
万
円
を
増
額
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
な
ど

事
業
精
算
に
よ
り
１
億
５
千
546

万
円
を
減
額
。

●
民
生
費

　
社
会
福
祉
総
務
事
務
費
19
万

円
、
そ
の
他
34
万
円
を
増
額
。

　
保
育
園
建
設
事
業
な
ど
事
業

精
算
に
よ
り
４
千
797
万
円
を
減

額
。

●
衛
生
費

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
事
業

299
万
円
、
上
水
道
事
業
出
資
金

520
万
円
を
増
額
。

　
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

な
ど
事
業
精
算
に
よ
り
１
千
553

万
円
を
減
額
。

●
労
働
費

　
生
活
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事

業
451
万
円
を
増
額
。

●
農
林
水
産
業
費

　
原
油
価
格
高
騰
対
応
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
411
万
円
、
そ
の
他
１

万
円
を
増
額
。

　
市
単
土
地
改
良
事
業
な
ど
事

業
精
算
に
よ
り
２
千
496
万
円
を

減
額
。

●
商
工
費

　
商
工
費
貸
付
金
・
利
子
補
給

事
業
78
万
円
を
増
額
。

　
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
事

業
精
算
に
よ
り
600
万
円
を
減
額
。

●
土
木
費

　
都
市
計
画
総
務
事
務
費
311
万

円
を
増
額
。

　
都
市
計
画
街
路
事
業
な
ど
事

業
精
算
に
よ
り
１
千
197
万
円
を

減
額
。

●
消
防
費

　
能
登
半
島
地
震
災
害
復
旧
対

策
事
業
な
ど
事
業
精
算
に
よ
り

406
万
円
を
減
額
。

●
教
育
費

　
外
日
角
小
学
校
整
備
事
業
２

億
６
千
201
万
円
、
七
塚
体
育
セ

ン
タ
ー
維
持
管
理
事
業
113
万
円
、

そ
の
他
115
万
円
を
増
額
。

　
西
田
記
念
哲
学
館
維
持
管
理

事
業
な
ど
事
業
精
算
に
よ
り
835

万
円
を
減
額
。

●
災
害
復
旧
費

　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
62
万
円
を
増
額
。

●
公
債
費

　
元
金
・
利
子
償
還
事
業
４
千

896
万
円
を
減
額
。

19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出
の
主
な
内
容

歳
入
の
主
な
内
容

外
日
角
小
学
校
耐
震
補
強
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
６
千
201
万
円



19
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
土
地
開
発
基
金
利
子
積
立
７

万
円
を
減
額
。

◆
市
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
バ
ス
事
業
整
備
基
金
積
立
金

62
万
円
、
車
庫
シ
ャ
ッ
タ
ー
修

繕
37
万
円
を
増
額
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
保
険
給
付
費
７
千
551
万
円
を

減
額
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
医
療
諸
費
１
億
499
万
円
を
減

額
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
介
護
保
険
事
務
費
事
業
134
万

円
を
増
額
。

　
地
域
支
援
事
業
費
332
万
円
を

◇
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

緊
急
福
祉
灯
油
助
成
事
業
422
万

減
額
。

◆
大
海
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
財
産
造
成
基
金
積
立
金
事
業

44
万
円
を
増
額
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
公
共
下
水
道
普
及
促
進
事
業

213
万
円
、
下
水
道
事
業
整
備
基

金
積
立
金
41
万
円
、
農
業
集
落

排
水
施
設
普
及
促
進
事
業
101
万

円
、
公
債
費
元
金
償
還
事
業
５

億
２
千
717
万
円
を
増
額
。 

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
法
定
福
利
費
200
万
円
、
企
業

債
償
還
金
１
億
210
万
円
を
増
額
。

　
配
水
設
備
改
良
費
な
ど
事
業

精
算
に
よ
り
７
千
399
万
円
を
減

額
。

　
（
以
上
８
件
、
全
員
賛
成
）

円
、
除
雪
関
係
経
費
730
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
の
一
部
変
更

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

工
事
（
伝
送
路
施
設
）
を
６
億

４
千
984
万
円
に
改
め
る
も
の
。

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
の
一
部
変
更

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

工
事
（
セ
ン
タ
ー
施
設
）
を
４

億
２
千
934
万
円
に
改
め
る
も
の
。

　
（
以
上
３
件
、
全
員
賛
成
）

○
か
ほ
く
市
認
可
地
縁
団
体
の

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
の
手
続
き
に
関
す

る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

基
金
を
設
置
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

し
、
県
と
市
町
の
役
割
を
明
確

化
す
る
た
め
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

　
（
以
上
３
件
、
全
員
賛
成
）

○
か
ほ
く
市
部
制
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
の
組
織
機
構
の
改
正
に
お

い
て
、
水
道
課
と
下
水
道
課
の

２
課
で
構
成
し
て
い
る
企
業
局

を
廃
止
し
、
産
業
建
設
部
内
に

上
下
水
道
課
を
創
設
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
入
湯
税
の
課
税
免
除
及
び
税

率
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
改

正
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
児
童
館
条
例
及
び

か
ほ
く
市
砂
利
等
採
取
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
各
種
審
議
会
・
協
議
会
等
か

ら
議
会
選
出
委
員
を
除
外
す
る

こ
と
に
つ
き
、
該
当
す
る
２
件

の
条
例
に
お
い
て
、
当
該
規
定

を
削
除
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
敬
老
年
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
支
給
額
を
年
額
６
千
円
か
ら

３
千
円
に
引
き
下
げ
る
た
め
の

改
正
を
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
ふ
れ
あ
い
荘
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　
ふ
れ
あ
い
荘
を
社
会
福
祉
法

人
白
千
鳥
会
へ
管
理
移
管
す
る

こ
と
に
伴
い
廃
止
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
商
工
業
振
興
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
１
千
万
円
を
超
え
る
助
成
金

額
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
運
用
と
し
て
実
施
し

て
き
た
３
年
分
割
を
正
式
に
条

例
の
中
で
規
定
す
る
も
の
。
併

せ
て
、
助
成
の
申
請
時
期
な
ど

所
要
の
改
正
に
つ
い
て
行
う
も

の
。

○
か
ほ
く
市
産
業
文
化
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
一
般
貸
出
部
分
の
面
積
、
使

用
料
な
ど
に
つ
い
て
、
全
館
を

一
斉
に
見
直
し
す
る
も
の
で
、

併
せ
て
所
在
地
の
地
番
訂
正
な

ど
所
要
の
改
正
に
つ
い
て
行
う

も
の
。

○
か
ほ
く
市
営
バ
ス
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
「
看
護
大
学
線
」
に
つ
い
て
、

要
望
の
あ
っ
た
大
学
構
内
に
バ

ス
停
を
設
置
し
、
高
松
駅
か
ら

車
庫
前
の
区
間
を
運
行
路
線
と

し
て
追
加
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
公
共
下
水
道
受
益

者
分
担
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
延
滞
金
利
率
の
規
定
に
一
部

誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
訂

正
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
都
市
計
画
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
延
滞
金
利
率
の
規
定
に
一
部

誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
訂

正
す
る
も
の
。

○
か
ほ
く
市
奨
学
資
金
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

○
事
務
の
相
互
委
託
に
関
す
る

規
約
の
制
定
及
び
事
務
の
相
互

委
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
変

更　
現
在
、
金
沢
市
・
白
山
市
・

か
ほ
く
市
・
川
北
町
・
野
々
市

町
・
津
幡
町
・
内
灘
町
で
実
施

し
て
い
る
住
民
票
な
ど
の
広
域

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

本
年
の
８
月
よ
り
、
小
松
市
・

加
賀
市
・
能
美
市
と
新
た
に
規

約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
（
以
上
14
件
、
全
員
賛
成
）

○
か
ほ
く
市
公
平
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
付
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
金
津 

五
雄 

氏
（
高
　
松
）

○
か
ほ
く
市
監
査
委
員
の
選
任

に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
中
村 

久
一 

氏
（
木
　
津
）

○
か
ほ
く
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
付

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て　
川
渕 

崇
由 

氏
（
指
　
江
）

○
か
ほ
く
市
教
育
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
付
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
遠
田 

敏
博 

氏
（
木
　
津
）

○
か
ほ
く
市
教
育
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
付
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
寺
西 

哲
秀 

氏
（
　
谷
　
）

　
（
以
上
５
件
、
全
員
賛
成
）

道
路
特
定
財
源
の

暫
定
税
率
堅
持
及
び

関
連
法
案
の
年
度
内
成
立

を
求
め
る
意
見
書

 

　
道
路
整
備
は
、
市
民
生
活
の

利
便
、
安
全
・
安
心
、
地
域
の

活
性
化
そ
し
て
、
高
規
格
道
路

な
ど
主
要
な
幹
線
道
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
防
災
対
策
、

通
学
路
の
整
備
な
ど
の
安
全
対

策
、
さ
ら
に
は
救
急
医
療
な
ど

市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
現
行
の
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
た
場
合
、
本
市
で
は
１
億

１
千
万
円
規
模
の
減
収
が
生
じ
、

道
路
の
新
設
は
も
と
よ
り
、
教

育
や
福
祉
と
い
っ
た
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

こ
と
に
も
な
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

現
行
の
道
路
特
定
財
源
の
暫
定

税
率
を
堅
持
し
、
関
連
法
案
を

年
度
内
に
成
立
さ
せ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　
提
出
議
員
　
猪
村
　
博
靖

　
賛
成
議
員
　
遠
田
　
　
順

　
　
　
　
　
　
荒
井
三
喜
雄

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

海
岸
漂
着
ご
み
の

処
理
責
任
の
明
確
化
に

関
す
る
意
見
書

　
近
年
、
日
本
海
沿
岸
の
各
自

治
体
は
、
海
岸
漂
着
ご
み
の
処

理
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県
と
一

般
廃
棄
物
の
処
理
の
責
任
を
持

つ
市
町
村
と
の
責
任
関
係
が
不

明
確
で
あ
る

　
ま
た
、
漂
着
ご
み
処
理
に
係

る
補
助
制
度
も
、
国
土
交
通
省

と
環
境
省
の
二
つ
の
制
度
が
あ

り
、
海
岸
の
区
域
に
よ
っ
て
、

補
助
対
象
者
が
海
岸
管
理
者
で

あ
る
場
合
と
市
町
村
で
あ
る
場

合
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、

海
岸
管
理
者
と
市
町
村
の
間
で

円
滑
な
協
力
体
制
が
構
築
で
き

る
よ
う
、
海
岸
漂
着
ご
み
に
つ

い
て
の
処
理
責
任
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
関
係
法
令
の
整

備
を
早
急
に
行
う
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

　
提
出
議
員
　
冨
澤
　
明
次

　
賛
成
議
員
　
竹
内
　
幹
雄

　
　
　
　
　
　
沖
津
千
万
人

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

専
決
処
分
の
主
な
も
の

条
例
改
正
な
ど

条
例
制
定

緊
急
福
祉
灯
油
助
成
事
業
に
422
万
円

同
　
意

　
議
会
だ
よ
り
（
第
16
号
）
の
３
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
説
明
欄
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
誤
）
…
７
万
円
を
減
額
。
　
（
正
）
…
930
万
円
を
減
額
。

お
詫
び
と

訂
　
正

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

開
　
局

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

開
　
局

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

開
　
局

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

開
　
局

浜辺に流れ着いた漂着ごみ
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食生活の変化と食料自給率の変化

昭和40年度当時　カロリーベースの 食料自給率　73％

昭和62年度当時　カロリーベースの 食料自給率　50％

　現　　　在　　カロリーベースの 食料自給率　40％

ごはん
1日5杯

牛肉料理
（1食150g換算）

月1回

豚肉料理
（1食150g換算）
月1～2回

たまご料理
3週間で
1パック

牛乳
（牛乳びん）
週に2本

植物油
（1.5kgボトル）
年に3本

野菜
1日300g程度

（重量野菜多い）

果実
1日80g程度

（りんごが3割）

魚介類
1日80g程度

1日4杯 月2～3回 月6回弱
2週間で
1パック弱 週に4本 年に8本

1日310g程度
（緑黄色野菜増加）

1日110g程度
（みかんが3割）

1日100g程度

1日3杯 月4回 月6回
2週間で
1パック強 週に4本 年に9本

1日260g程度
（緑黄色野菜以外は減少）

1日110g程度
（その他果実が6割） 1日100g程度

-輸入物増-
-輸入物増-

Ｑ 

農
薬
混
入
餃
子
問
題
で
、
食

の
不
安
を
か
き
た
て
る
事
件
が

起
き
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
低

下
し
、
海
外
に
60
％
を
依
存
。

い
つ
ま
で
も
お
金
を
出
せ
ば
買

え
る
時
代
は
そ
う
長
く
な
い
。

　
安
全
で
安
心
な
地
元
農
産
物

の
生
産
拡
大
が
急
務
だ
と
考
え

る
が
、
市
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

Ａ 

油
野
市
長
　
昨
今
、
報
道
さ

れ
て
い
る
冷
凍
餃
子
の
農
薬
混

入
事
件
の
ほ
か
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染

牛
肉
問
題
や
食
品
の
偽
装
表
示

な
ど
、
我
が
国
の
食
の
安
全
を

取
り
巻
く
環
境
は
輸
入
食
料
を

は
じ
め
と
し
て
非
常
に
脅
か
さ

れ
て
お
り
、
大
変
憂
慮
す
べ
き

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
は
食
料
自
給
率
を
平
成
27

年
度
ま
で
に
45
％
に
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。
市
と
し
て
も

平
成
18
年
度
よ
り
市
、
農
協
、

生
産
者
が
一
体
と
な
り
「
か
ほ

く
市
地
域
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、

ぶ
ど
う
・
紋
平
柿
・
大
根
・
す

い
か
・
さ
つ
ま
い
も
・
長
い
も

の
６
品
目
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
販
路
の
拡
大
や

担
い
手
の
育
成
を
図
り
、
地
産

地
消
の
推
進
に
取
り
組
む
。

　
地
元
農
産
物
の
農
業
者
の
顔
、

作
る
姿
が
見
え
る
よ
う
な
、
安

全
で
安
心
し
て
買
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
幸
い
に
も
、
河
北
潟
の
農
家

を
含
む
共
同
販
売
や
Ｊ
Ａ
の
産

地
直
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
消
費
者

の
皆
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
本
年
秋
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
大
型
商
業
施
設
で
の
地

元
農
産
物
の
納
入
販
売
も
見
込

ま
れ
、
市
と
し
て
も
今
後
の
地

産
地
消
の
拡
大
に
期
待
し
て
い

る
。

Ｑ 

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
を
出
し
忘

れ
た
方
の
た
め
に
、
野
々
市
町

で
は
平
成
８
年
か
ら
常
設
資
源

回
収
場
を
設
け
て
い
る
。

　
当
市
で
も
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
常
設
資
源
回
収

場
（
仮
称
：
エ
コ
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
24
）
の
設
置
の
考
え
は
。

Ａ 

西
市
民
部
長
　
指
定
日
に
資

源
ご
み
を
出
せ
な
い
方
々
も
出

て
き
て
い
る
。

　
常
設
の
資
源
回
収
場
を
設
置

す
る
こ
と
は
出
す
機
会
が
増
え
、

利
便
性
を
考
え
る
と
理
想
的
だ

が
施
設
の
容
量
や
管
理
面
の
課

題
を
整
理
し
た
う
え
で
先
進
的

事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

公
的
窓
口
に
活
字

文
書
読
み
上
げ
装

置
の
設
置
の
考
え

は一
割
負
担
で
個
人

購
入
で
き
る

Ｑ 

視
覚
障
が
い
者
に
対
し
て
、

公
的
窓
口
に
「
活
字
文
書
読
み

上
げ
装
置
」
を
設
置
し
、
公
的

書
類
に
「
音
声
コ
ー
ド
」
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
。

Ａ 

油
野
市
長
　
「
活
字
文
書
読

み
上
げ
装
置
」
を
市
の
窓
口
に

設
置
し
て
も
、
文
書
な
ど
を
持

参
し
て
頂
く
こ
と
に
な
る
。
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
お
い

て
一
割
負
担
で
購
入
が
で
き
る
。

　
今
後
は
広
報
な
ど
で
周
知
を

図
り
活
用
の
機
会
を
拡
大
す
る
。

　
ま
た
「
音
声
コ
ー
ド
」
を
利

用
し
た
発
刊
物
の
普
及
率
も
検

討
し
た
い
。

地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
実
行
計
画

は平
成
20
年
度
よ
り

策
定
す
る
予
定

Ｑ 

地
方
公
共
団
体
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
た
め
実

行
計
画
を
策
定
・
公
表
が
義
務

化
さ
れ
た
が
、
市
の
対
応
は
。

Ａ 

市
長
　
こ
れ
ま
で
宇
ノ
気
・

七
塚
・
高
松
の
３
庁
舎
を
対
象

に
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
が
、
平
成
20
年
度

か
ら
「
か
ほ
く
市
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
」
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
り
、
す
べ
て
の
組
織

・
公
共
施
設
を
対
象
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

野々市町の常設資源回収場（エコ・ステーション）

安
全
な
地
元
農
産
物
の
生
産
拡
大
を

販
路
拡
大
や
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組
む

常
設
資
源
回
収
場
の
設
置
の
考
え
は

市
民
の
利
便
性
を
考
え
検
討
す
る

宇野　順一 議員遠田　　順 議員
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かほく市財政指標
◆

◆
◆

440

425

410

395

380

365

350

335

320

Ｈ16年末 Ｈ17年末 Ｈ18年末

424

422

414

職 員 数（人）職 員 数（人）

◆

◆

26

24

22

20

18

16

14
Ｈ16年末 Ｈ17年末 Ｈ18年末

19.4

20.3

実質公債費比率（％）実質公債費比率（％）

◆

◆

◆100

95

90

85

80

75
Ｈ16年末 Ｈ17年末 Ｈ18年末

90.2

92.9

99.1

経常収支比率（％）経常収支比率（％）

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
Ｈ16年末 Ｈ17年末 Ｈ18年末

199億5千万円 241億1千万円 242億1千万円

一般会計市債残高（千万円）一般会計市債残高（千万円）

◆
◆

◆

0.6

0.55

0.5

0.45

0.4
Ｈ16年末 Ｈ17年末 Ｈ18年末

0.491
0.5

0.508

財政力指数財政力指数

Ｑ 

一
般
飲
用
井
戸
は
祖
先
か
ら

受
け
継
い
だ
地
域
生
活
文
化
の

一
部
だ
が
、
そ
の
衛
生
確
保
対

策
は
整
っ
て
い
る
か
。

Ａ 

油
野
市
長
　
件
数
な
ど
の
実

態
は
把
握
し
て
い
な
い
。
設
置

者
が
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

広
報
な
ど
で
適
正
管
理
や
上
水

道
へ
の
切
り
替
え
を
求
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ 

石
川
県
の
飲
用
井
戸
等
衛
生

対
策
要
領
に
県
及
び
市
町
は
関

係
部
局
と
連
携
し
、
設
置
場
所

・
設
置
数
・
水
質
の
状
況
、
情

報
の
収
集
・
整
理
に
努
め
設
置

者
な
ど
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

適
宜
必
要
な
報
告
を
受
け
る
と

あ
り
ま
す
が
、
市
の
対
応
は
。

Ａ 

市
長
　
現
在
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
、
収
集
・
整
理
に

努
め
て
い
き
た
い
。

降
雪
期
以
外
の
運

転
で
消
雪
設
備
の

延
命
化
を
図
れ

電
力
料
金
が
嵩
み

低
減
化
と
な
ら
な

いＱ 

消
雪
設
備
の
修
理
費
の
増
大

は
休
止
期
間
の
長
さ
に
あ
る
。

　
降
雪
期
以
外
の
期
間
に
時
々

運
転
し
て
ポ
ン
プ
な
ど
電
気
機

器
類
の
延
命
化
や
散
水
ノ
ズ
ル

の
つ
ま
り
防
止
が
図
れ
な
い
か
。

　
ま
た
電
力
会
社
と
１
年
を
通

し
た
特
別
契
約
が
結
べ
な
い
か
。

Ａ 

高
井
産
業
建
設
部
長
　
電
力

会
社
と
休
止
期
間
の
ポ
ン
プ
運

転
の
低
額
契
約
は
応
じ
て
も
ら

え
な
い
。
現
在
の
方
法
が
ベ
ス

ト
と
考
え
る
。

消
雪
井
戸
に
よ
る

飲
用
井
戸
の
水
枯

れ
・
地
盤
沈
下
は

な
い
か

現
在
報
告
は
受
け

て
い
な
い

Ｑ 

消
雪
井
戸
付
近
で
飲
用
井
戸

の
水
枯
れ
・
地
盤
沈
下
の
現
象

は
な
い
か
。

Ａ 

市
長
　
消
雪
井
戸
は
揚
水
量

及
び
帯
水
層
を
確
認
し
、
既
設

の
井
戸
に
影
響
の
な
い
よ
う
慎

重
に
検
討
し
た
う
え
で
掘
削
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

付
近
で
そ
の
よ
う
な
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。

Ｑ 

平
成
20
年
度
に
お
け
る
経
常

収
支
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率
、

財
政
力
指
数
、
市
債
残
高
な
ど

の
財
政
指
標
を
示
し
、
市
の
財

政
状
況
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
の
予
算

編
成
は
中
長
期
財
政
計
画
に
則

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

油
野
市
長
　
経
常
収
支
比
率

は
100
％
を
超
え
る
見
込
み
。
実

質
公
債
費
比
率
は
20.6
％
に
増
え

る
が
、
財
政
力
指
数
は
0.513
と
上

が
り
、
市
債
残
高
も
248
億
円
と

１
億
円
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

　
平
成
20
年
度
予
算
は
、
昨
年

議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
計
画

に
従
っ
て
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
元
気
な
か
ほ
く

市
の
実
現
に
向
け
て
、
優
先
順

位
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
編

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

定
員
適
正
化
計
画

の
見
直
し
を
せ
よ

計
画
以
上
の
削
減

を
見
込
ん
で
い
る

Ｑ 

現
時
点
で
の
定
員
適
正
化
は

勧
奨
退
職
も
含
め
て
、
計
画
通

り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
保
育
園
の
統
合
な
ど
も
進
ん

で
お
り
、
さ
ら
な
る
定
員
適
正

化
計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

Ａ 

市
長
　
平
成
21
年
度
で
計
画

を
６
人
超
え
る
、
31
人
の
削
減

を
予
定
し
て
い
る
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
の
第
二
次

定
員
適
正
化
計
画
で
、
全
面
的

な
見
直
し
を
図
り
、
一
層
の
削

減
に
取
り
組
み
た
い
。

暫
定
税
率
廃
止
の

具
体
的
影
響
を
示

せ地
区
要
望
な
ど
に

大
き
な
影
響
が
見

込
ま
れ
る

Ｑ 

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
の
影
響
を
、

具
体
的
に
示
せ
。

Ａ 

市
長
　
か
ほ
く
市
で
約
１
億

１
千
万
円
の
減
収
に
な
り
、
地

区
要
望
へ
の
対
応
が
ほ
と
ん
ど

で
き
な
く
な
る
ほ
か
、
津
幡
バ

イ
パ
ス
の
四
車
線
化
や
河
北
縦

断
道
路
の
開
通
の
遅
れ
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
。

　
不
足
分
を
一
般
財
源
か
ら
補

て
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉

・
教
育
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
も

大
幅
な
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

共同飲用井戸（白尾地内）

飲
用
井
戸
の
衛
生
確
保
は

市
が
管
理
す
る
井
戸
で
な
い

か
ほ
く
市
の
財
政
指
標
を
示
せ

的
確
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い

冨澤　明次 議員中村　修一 議員
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議会には３つの常任委員会があり、審議の内容を報告します。

Ｑ 

大
海
保
育
園
内
の
病
後
児
保

育
施
設
の
利
用
状
況
及
び
、
今

後
の
保
育
園
統
合
計
画
の
な
か

で
、
同
様
の
施
設
を
考
え
て
い

る
か
。

Ａ 

油
野
市
長
　
現
在
ま
で
の
利

用
数
は
５
人
だ
が
、
問
い
合
わ

せ
が
多
く
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

や
関
心
は
高
い
。

　
保
育
園
統
合
計
画
の
中
で
、

七
塚
地
区
、
宇
ノ
気
地
区
に
も

そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
所
ず
つ
設
け
た

い
。

Ｑ 

病
児
保
育
を
市
に
お
い
て
も

考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ 

市
長
　
病
児
保
育
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
病
院
や
小
児
科

医
に
隣
接
し
て
保
育
園
を
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し

く
は
、
か
ほ
く
市
医
師
会
に
本

事
業
へ
の
全
面
的
な
協
力
要
請

を
行
う
と
と
も
に
、
緊
急
時
に

幼
児
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た

め
の
医
療
機
関
や
日
常
の
医
療

面
で
の
指
導
な
ど
を
い
た
だ
く

指
導
医
が
必
要
と
な
る
た
め
、

実
施
は
非
常
に
難
し
い
。

体
育
施
設
の
あ
り

方
は

体
育
施
設
整
備
検

討
委
員
会
を
設
置

し
検
討

Ｑ 

体
育
施
設
の
使
用
予
約
・
申

請
の
一
元
化
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ 

助
実
教
育
部
長
　
河
北
台
健

民
体
育
館
を
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
、
施
設
の
空
き
情
報

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
第
一
段
階
と
し
て
、
市
内
６

施
設
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
情

報
提
供
す
る
た
め
の
作
業
を
進

め
て
い
る
。
今
後
、
対
象
範
囲

の
拡
大
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
・
予
約
な
ど
の
情
報
提
供

を
図
り
た
い
。

Ｑ 

体
育
施
設
の
維
持
管
理
や
老

朽
化
に
対
す
る
対
応
は
。

Ａ 

遠
田
教
育
長
　
施
設
管
理
は
、

市
内
23
体
育
施
設
の
う
ち
21
施

設
で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
管
理
経
費
の
削
減
を
図
っ

て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
施
策

と
し
て
、
体
育
施
設
整
備
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
委
員

会
で
施
設
の
統
廃
合
や
改
善
、

使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

大型商業施設の建設現場

病後児保育室（大海保育園）

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
拡
大
検
討
を

病
後
児
は
各
地
区
に
１
箇
所
・
病
児
は
困
難

山口 博之亟 議員

杉
本
成
委
員
　
大
型
商
業
施
設

関
係
で
１
千
150
万
円
の
固
定
資

産
税
を
計
上
し
て
い
る
が
今
後

の
見
込
み
は
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
の
今
後
の

推
移
は
。

山
口
税
務
課
長
　
大
型
商
業
施

設
関
係
の
固
定
資
産
税
で
す
が
、

20
年
度
は
農
地
か
ら
宅
地
に
切

り
替
る
介
在
畑
評
価
で
概
ね
50

％
程
度
で
評
価
し
１
千
150
万
円
、

21
年
度
は
そ
の
倍
の
増
収
が
見

込
め
る
予
定
。

酒
井
財
政
課
長
　
交
付
税
は
合

併
後
10
年
間
、
現
額
を
推
移
。

そ
れ
以
降
は
10
億
円
前
後
減
る
。

　
施
設
の
統
合
、
職
員
の
定
員

適
正
化
計
画
な
ど
に
よ
り
経
費

節
減
に
努
め
る
。

宇
野
委
員
　
軽
自
動
車
税
の
歳

入
見
込
み
増
の
要
因
は
。

山
口
課
長
　
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高

騰
に
よ
り
軽
四
乗
用
車
が
年
間

360
台
近
く
増
え
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。

中
村
委
員
　
今
後
の
市
債
残
高

に
見
込
む
こ
と
が
出
来
る
地
方

交
付
税
の
割
合
は
。

　
ま
た
経
常
収
支
比
率
や
実
質

公
債
比
率
の
今
後
の
見
込
み
は
。

酒
井
課
長
　
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
な
ど
を
含
め
て
465
億
円

の
市
債
残
高
の
う
ち
54
％
が
交

付
税
算
入
出
来
る
見
込
み
。

　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、

今
後
下
げ
て
い
く
よ
う
努
め
た

い
。

　
実
質
公
債
比
率
の
ピ
ー
ク
が

20.6
で
平
成
25
年
度
に
17.3
を
目
標

に
計
画
し
て
い
る
。

西
田
委
員
　
ゴ
ル
フ
利
用
税
が

減
額
さ
れ
て
い
る
が
主
な
要
因

は
。

酒
井
課
長
　
利
用
者
の
減
少
が

要
因
と
思
っ
て
い
る
。

多
々
見
委
員
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
平
成

19
年
度
に
全
中
学
校
、
20
年
度

に
全
小
学
校
に
配
置
さ
れ
る
が

講
習
は
万
全
か
。

牧
消
防
署
長
　
中
学
校
の
先
生

方
に
は
普
通
救
命
講
習
１
を
受

講
済
み
。

　
小
学
校
は
４
月
の
異
動
後
に

講
習
を
実
施
し
た
い
。

山
口
委
員
長
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
開
局
で
、
議
会
中
継
や
お
知

ら
せ
が
放
映
さ
れ
る
が
、
広
報

や
議
会
だ
よ
り
は
今
後
も
発
刊

す
る
の
か
。

森
田
企
画
情
報
課
長
　
広
報
は

継
続
し
て
い
く
。

英
議
会
事
務
局
長
　
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
放
映
は
本
会
議
だ
け

で
あ
り
、
委
員
会
審
議
な
ど
を

考
え
る
と
議
会
だ
よ
り
も
当
面

は
発
刊
し
て
い
く
。

●
20
年
度
一
般
会
計
予
算

●
20
年
度
土
地
取
得
特
別
会
計

　
予
算

●
20
年
度
墓
地
特
別
会
計
予
算

●
20
年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

　
業
特
別
会
計
予
算

●
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　(

第
７
号
）（
第
８
号
）

●
19
年
度
土
地
取
得
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
い
て
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
い
て
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の
登

　
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

　
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
部
制
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
に
つ
い
て

●
児
童
館
条
例
及
び
砂
利
等
採

　
取
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
（
以
上
、
全
員
賛
成
）

　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
委

員

長
　
山
口
博
之
亟

　
　
副
委
員
長
　
宇
野
　
順
一

　
　
委
　
　
員
　
杉
本
　
成
一

　
　
　
　
　
　
　
西
田
　
正
剛

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
修
一

　
　
　
　
　
　
　
多
々
見
　
武

お
も
な
質
疑

お
も
な
質
疑

（
所
管
事
項
含
む
）

審
査
の
結
果

審
査
の
結
果

大型商業施設で固定資産税（土地）
　　1,150万円の増収見込み
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側溝改修工事（秋浜地内）

山
田
委
員
　
道
路
維
持
管
理
事

業
の
工
事
請
負
と
地
区
要
望
で

１
億
１
千
510
万
円
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
少
な
い
の
で
は
。

　
ま
た
、
河
北
縦
断
道
路
の
全

線
供
用
開
始
の
時
期
は
い
つ
頃

か
。

大
西
都
市
建
設
課
長
　
合
併
特

例
債
の
期
限
で
あ
る
平
成
26
年

ま
で
に
各
地
区
に
平
準
化
で
き

る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
北
縦
断
道
路
の
完

成
時
期
は
、
県
と
し
て
も
道
路

特
定
財
源
の
維
持
を
前
提
に
、

谷
〜
上
山
田
間
と
同
じ
く
約
７

年
か
か
る
。

猪
村
委
員
　
う
の
け
総
合
公
園

照
明
取
替
工
事
で
新
設
照
明
は

上
部
ま
で
照
ら
す
照
明
器
具
に

な
っ
て
い
る
が
そ
の
必
要
性
は
。

　
ま
た
階
段
付
近
の
照
明
を
撤

去
す
る
計
画
は
危
険
な
の
で
は
。

大
西
課
長
　
新
設
の
灯
具
は
既

存
の
も
の
よ
り
低
く
し
、
階
段

上
部
を
照
ら
す
た
め
全
周
照
明

を
採
用
し
た
。

　
階
段
付
近
は
新
設
の
照
明
灯

具
で
照
度
を
確
保
で
き
る
。

別
宗
委
員
　
県
道
高
松
内
灘
線

で
白
尾
、
外
日
角
地
内
に
お
け

る
歩
道
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

大
西
課
長
　
県
は
平
成
18
・
19

年
度
に
お
い
て
用
地
買
収
を
進

め
て
き
た
。

　
今
後
は
白
尾
区
の
公
園
を
用

地
買
収
し
、
整
備
す
る
予
定
。

金
田
委
員
長
　
ぶ
ど
う
研
究
会

補
助
金
も
地
域
農
産
物
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
事
業
補
助
金
の
よ
う

に
期
限
を
設
け
て
補
助
を
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

宮
崎
農
林
水
産
課
参
事
　
ぶ
ど

う
研
究
会
に
は
付
加
価
値
の
追

求
と
品
質
の
向
上
を
目
的
に
研

究
費
を
だ
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
品
の
紋
平
柿
な
ど

は
農
産
物
の
振
興
と
し
て
補
助

し
て
お
り
、
５
年
間
を
期
限
に

効
果
を
精
査
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
補
助
金
の
あ
り
か

た
を
検
証
し
て
い
く
。

遠
田
委
員
　
道
路
橋
り
ょ
う
維

持
費
で
橋
長
が
５
ｍ
か
ら
15
ｍ

の
橋
で
４
ヵ
所
修
繕
が
必
要
と

の
こ
と
だ
が
危
険
は
な
い
の
か
。

大
西
課
長
　
市
内
に
、
５
ｍ
以

上
の
橋
が
47
ヵ
所
あ
り
、
自
主

点
検
し
た
と
こ
ろ
、
４
ヵ
所
は

補
修
が
必
要
と
判
断
し
た
が
、

す
ぐ
に
危
険
な
橋
は
な
く
、
随

時
修
繕
を
行
う
。

荒
井
委
員
　
企
業
誘
致
に
つ
い

て
の
取
組
み
は
。

沖
野
商
工
観
光
課
長
　
県
の
企

業
紹
介
や
企
業
誘
致
に
適
し
て

い
る
土
地
の
分
布
図
に
、
か
ほ

く
市
も
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て

い
る
。

●
20
年
度
一
般
会
計
予
算

●
20
年
度
市
営
バ
ス
事
業
特
別

　
会
計
予
算

●
20
年
度
大
海
財
産
区
特
別
会

　
計
予
算

●
20
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

　
計
予
算

●
20
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

●
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　(

第
７
号) 

（
第
８
号
）

●
19
年
度
市
営
バ
ス
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
19
年
度
大
海
財
産
区
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
19
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
19
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

　
予
算
（
第
３
号
）

●
商
工
業
振
興
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　
い
て

●
市
営
バ
ス
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
公
共
下
水
道
受
益
者
分
担
金

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
に
つ
い
て

●
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

　
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　
て

●
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率

　
堅
持
及
び
関
連
法
案
の
年
度

　
内
成
立
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
（
以
上
、
全
員
賛
成
）

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
委

員

長
　
金
田
　
正
信

　
　
副
委
員
長
　
遠
田
　
　
順

　
　
委
　
　
員
　
別
宗
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猪
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道路維持修繕工事費に
　　　１億1,510万円計上

新設された介護予防課

竹
内
委
員
　
平
成
20
年
度
よ
り
、

介
護
予
防
課
が
新
設
さ
れ
る
。

病
気
に
な
る
前
の
対
策
、
健
康

づ
く
り
の
面
で
、
大
変
重
要
な

役
割
を
担
う
と
思
う
が
、
そ
の

業
務
内
容
は
。

西
市
民
部
長
　
介
護
の
認
定
者

は
現
在
約
１
千
200
名
で
、
毎
年

約
40
名
増
え
て
い
る
。
今
後
は

介
護
予
防
を
重
視
す
る
観
点
か

ら
、
介
護
予
防
課
を
創
設
す
る

こ
と
と
し
た
。
当
課
で
は
、
介

護
保
険
業
務
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
早
期
の
介

護
予
防
業
務
な
ど
を
行
う
。

沖
津
委
員
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
交

通
安
全
教
室
に
お
い
て
、
夕
方

や
夜
間
の
接
触
事
故
防
止
の
た

め
、
反
射
鏡
な
ど
を
配
布
し
て

い
る
が
、
そ
の
教
室
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
人
へ
の
配
慮
は
。

田
丸
環
境
安
全
課
長
　
教
室
に

出
席
で
き
な
か
っ
た
人
の
中
に

は
歩
行
困
難
の
方
も
お
り
、
反

射
鏡
を
必
要
と
し
て
い
る
方
の

人
数
把
握
は
難
し
い
。
老
人
ク

ラ
ブ
と
協
議
し
、
必
要
な
人
に

行
き
渡
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

寺
内
委
員
　
宇
ノ
気
北
部
統
合

保
育
園
建
設
事
業
に
お
け
る
地

質
調
査
の
結
果
は
出
た
の
か
。

　
ま
た
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く

場
所
選
定
な
ど
、
地
元
説
明
を

行
う
考
え
は
。

酒
尾
子
育
て
支
援
課
長
　
現
地

作
業
は
終
了
し
た
が
解
析
結
果

は
ま
だ
で
あ
る
。
解
析
結
果
に

よ
り
場
所
選
定
な
ど
を
行
い
、

地
元
と
協
議
し
て
い
く
。

冨
澤
委
員
　
平
成
20
年
度
の
防

災
訓
練
の
予
定
は
。
ま
た
、
地

域
の
防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
考
え
は
。

田
丸
課
長
　
防
災
訓
練
は
９
月

上
旬
に
七
塚
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
予
定
し
て
い
る
。

　
地
域
防
災
組
織
は
、
松
浜
地

区
で
組
織
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

そ
れ
を
模
範
と
し
、
市
全
域
に

広
が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

安
達
委
員
　
防
災
行
政
無
線
の

同
報
系
（
ス
ピ
ー
カ
ー
方
式
）

を
20
年
度
に
整
備
す
る
が
、
同

報
系
だ
け
で
災
害
時
の
相
互
通

信
は
可
能
か
。

田
丸
課
長
　
子
局
を
53
箇
所
設

置
す
る
予
定
で
あ
り
、
子
局
ス

ピ
ー
カ
ー
の
下
に
送
受
信
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
親
局
と

の
相
互
通
信
が
可
能
。

●
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　
会
計
予
算

●
20
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　
予
算

●
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

　
別
会
計
予
算

●
20
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　
予
算

●
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
７
号
）
（
第
８
号
）

●
19
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
19
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
19
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
敬
老
年
金
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
ふ
れ
あ
い
荘
条
例
を
廃
止
す

　
る
条
例
に
つ
い
て

●
奨
学
資
金
支
給
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
事
務
の
相
互
委
託
に
関
す
る

　
規
約
の
制
定
及
び
事
務
の
相

　
互
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一

　
部
変
更
に
つ
い
て

●
海
岸
漂
着
ご
み
の
処
理
責
任

　
の
明
確
化
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
（
以
上
、
全
員
賛
成
）

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会

　
　
委

員

長
　
杉
本
　
正
一

　
　
副
委
員
長
　
安
達
　
　
肇

　
　
委
　
　
員
　
寺
内
　
照
雄

　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
幹
雄

　
　
　
　
　
　
　
沖
津
千
万
人

　
　
　
　
　
　
　
冨
澤
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審
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審
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の
結
果

いつまでも元気で輝くために！
　新たに「介護予防課」を創設


